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1. 研究 の目的

隊告のある fどもの放録後!Uliへの支慢は 197勺(附和 54)年の裳緩学校義務制うだ施以降

地綬でfZかな生活を送るために必要不可欠なものとして取り上げられ。各地でその実践が杭み
重ねられてきた。さらに. )992 ('1'成4)~'9 月からj)，f絡された学校週五 n制 ( H 11目).1開6

(平成 8)今度から実路された隔週実施 2加2(平成 14)~Iô l宜からの完全実施に よ って。断書

のある子どもの放課後畳吊主揖に問わる問姐は.肱課後を古む学校外生活をいかに豊かなもの

にするかという観点を内包した問題へと変わってきた。

ところで，近'1のノーマラ イゼーンヨンという考え方の広まりによる。陣告のある人の嗣剖

への間心の高まり。あるいはこニ数年来行われている社会師祉制度の大きな改革は 隊書のあ

る干ともの肱限後主躍にも少なからず器容を与えている。1997(平成9)'1に児!s福祉法及ぴ
位会掴祉法の改正によって，法律 tに位世づけられた 「放陣後児童健全育成事業Jでは。2001
(平成 13)年度から 「隊書把畳入促進事業」が拍め勺れ.4人以上の隊i与のある子どもを畳け入

れる場合L 全国1聞か所におIして補助が行われるようになる。さらに.2凹6円一成 18)年度

からは，隊笹山;t入加t)の人数咲件が撤廃され.必要な体制を整備し隊告のある子どもを畳け

入れた場合に際事見受入推進費として補助が行われている。厚'1労働古目的6)の湖交による

と。 2曲5(平成 17)年5n 1 11現在。全国に 15，1剖か所のy，課後児置クラプがあり 6臼，823
人の出置が校ULている。そのうち隙苦のあるごJ-どもを受け入れている政盟後児童クラブは企

iがの33.5略にあたる 5，087か所で，校踊Lている陣告のある{-ども1>.全体の 1.7特にあたる

10，979人となっている。また 2田1(平成 日) 斗度から拍ま った主畳間制度では，出量へのI，~:

宅生活支控サ ピス (児童陪宅介謹等!J~挽児童ディ サ ピス ~J~抱旧東初期入所事業) に

よって， q:齢期の陣苦ーのある fどもへの位盟後や学校休輩nのケアが充災Lてきた。さらに
2開5(平成 17)~Iq立から巾肉生む対象とした 「臨書児タイムケア事量」 が実鈍されることにな

り.国と Lて隊出のある下どもの紋謀挫対前を本飾的に行っていく方向性が打ち出された。-

)jで. 2冊6(平成 18)年度から施行された廊害者自立主拒法では，肥童ディサ ピスlf<業の見

直しが行われ 学齢間以降の隊誌のある子どもに対する放課後支障に深刻な臨郡が/1¥ている。

際書のある下どもの位綿後生活全古む学校外生活への克提q).j;::.要性カ《強調される .1"t1止として.

隙咋による特別なニーズがあるために 「遊びたくとも.遊べないj.r外にIl¥たくても，出られ
なU泊j.r遊ばせた〈とも 遊ばせられないj.r遊ばせたくとも。遊ばせる場がなし、j.r外に/l¥
Lたくても ./1.1せない」 な どの状況があげられるo その結果，隊~.~のある子どもの多くが家の

なかでテレビやピデオ ゲームなどを制りながら過ごし，その対応の多くを却や家政 (特に付

税に)がl'tわなければならないという実態が'1み/1¥されているからである。館野(1997)は，
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陣芹のあるTどもと家紋が般理後支躍に求めるものについて3点からまとめている。第一のニー
ズは，陣特のある子ども学校外生活を.空間的にも人間聞係的において..地域にひらかれた.

ゆたか会ものにしていくことへのニーズである。Mーのニーズは。保理軒町就労や何らかの弔
問で保{Iに欠ける状泌が生じたときに，子どもを聞かつてくれる学世保{lへのエーズである.

第ーのニーズは 保"tr..や家艇が一時的にでも障型のある子ども町ケアから厳れ ほ.....，1:-.Q. 
がつけるためのレスパイト ケアへのニーズである。

情y，.らは 2飢10('1'成 12)'1' 9 JIに。障1fのあるTどもの位理後主慢のーっとして肱課後グ
ループを立ち上げ活動を行ってきた。当時，広品Ili内町同公立小学校の多くは 毎週木曜11が

教臓nの研修告などのためにト校時聞が早い状況があった。障害のある子どもたちの下校後の
時IllJが少Lでb-{f.IJ:J主になればという保護者とわれわれの思いか句。 JI21叶の馴庄で酎めた活
動である。その後 学校の学校週五u制完全実施を丑けてJJ11!.!U.:岨H的活動に移行し 大学
町立蝿も丑けながb活動を続けている。

政間後グループの』島本的な考え1J1i..越野があげた第一のニーズに泌えることにある。その

ために。組側としてのili動と参加する 正ども一人ひとりの特別なニーズに応えるi，f;動とのパラ
ンスをばかり. I最終的には一人ひとりの活動が集問の活動として統合されるように)ifilJづけて

いくことを拍動の住として位世づけている。加えて 参加する子どものなかには，::r.位生活に

おいて陣告から吋じる岡修さとそれに対する不適切な対比、のために 自分をうまく占現できず

他地とトラブルを起こLたり 劣等感を抱いたり LているTどももいることを跨まえ こう L
たFどもに汁する f心のケア」を もヲ つの重要な括動の伎として位置づけている.そのう
えで了どもたちにとって u分のやりたいことを実現する来しい治，自分を占現しても受け入
れられる。安心できる場 くつろげる場，友遣を作る地となるよう t~動を続けている。

陣出のある子ども 71'.が容加して活動が胎まった政課後グループは 2ぼ渇 (平成 181勾7JJ

時出で，降113のある子ども 16名が参加している.そのなかには 活動的初期から~illしている

子どもが6名もいる.この 6'1聞で子ど也遣は小学生から，'，学生，高校生じなり 身体的に

も心理的にも太きく成民してきた。それとともに依聾後グループのなかでの行動も大きく変化

してきた。さらに 今年度は高等学校を本軍L 作業所で働きながら寄加する子どもも一人出

てきた。fども遣のライフサイクルに沿って生じる変化lム 子どもや保護f'i'の般課後グループ
に対するニーズや生活のなかでの般車後グループの位置づけも 11ずと輩化Lていくことを示暗

4るものであった。また。このような変化を肱課後グループの前動に反映させていくことも t
聾と考えられた。そこで，これまでの政調後グル プの活動について誹備するとともに今後の

活動のJili'Jt'Iを掘ることをU的と Lて保後者にアンケートを泌総した。

ノドI~ヲEではfゆられた資料をもとに，子どちのライフサイクルに計 って肱際後グループ町位附

づけがどのように宜化してきたか さらには，今後 紋却後グループにどのような克担がもと

められるようになるのか，ニの2点についてゆlらかにしていくことを第ーの日的とする。また.

i，~動の初期から拳加している子どものなかか勺 3 名について。子どもの活動場 1mでの'"化を追

いながら.政E集後グループが来たしてきた世割についてゆiらかにしてい〈ことを第一のn的と
する。

2 アノケート調査について

(1)対象者

2飢)6 (~I!成 1 8) 年 7 J1時間で.敏課後グループに参加している F ども 16 名の保otI X'である。
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陣容のある子どむの政課後支慢に閲する考妓(2)

アンケートは. I人をのぞいて 15人から返信があった。そのうち 1過は.谷加した阿散が少な

いという地111で同梓がなされていなかった。そのため，官科としてJIIいたアノケートは 14通で

ある。 fどもの現住田学年と年齢，および参加時的学年と司齢についてJ<Iに示すo ~お.J<

中町商佼は専門学校生iA.品等怖は3監理学校生徒，小学校反[，1(1¥.学校は聞事児学級児揖生徒で

あることを訴している。

表 l 子どむの詳細
(2(嗣'r7 JJ J.I!.イり

名前 卜 性別 現学年 (句前} 書加時学年 (年齢}

A Sヒ 高校 1年生 (16:3) 小学校4年生 00:6)

B ljl 商事部I年中 05:10) 小学校4年生 00咽1)

C ljj 中学校2年生 (14:0) 小学校2.~，'.生 (8::J)

1) クJ 中学校2JF~t 03:8) 小乍校2."l:生 (7:11)

E lj¥ 中学校2年生 (]4:8) 小学校2年生 (7:11) 

F 9) 中学校 l'句'.'t'.(12:4) 小学校1年生 (6:7)

G t: 尚導部2年生 (}6:4) 小学校5{J:II'. (10:11) 

11 4ヒ 社会人(18:0) i~校 2 年tl'. (16:0) 

I 4ヒ 小学校6年生(IJ:5) 小学校4if.生 (9:5)
ト 男 小学校5年牛‘(11:2) '1、乍校3年生 (9:2)

K 女 高導部2年生<17:2) 商事部 I.if.生 {]6:91

L :!IJ 小学校 I年生 (7:4) 幼惟I輔年J~ (6:5) 

M k 中学校2年生 (1<1:5) 中学校2{y.生 ()4:2)

N タJ 中学校2年生(14:0) 中学校2ij:4". (13・101

(2)方法

アンケート~~千t~.1は . 2αl6'1'1 )Jにi配~.I :fiに前提千躍し L. 2ぽ16'1' 8 11 .fiに郎通で返れして
もりうことと Lた。また アンケート町住l符は11己r，をしてもらうことと Lた。44怖についての
JUIはあるが，これまでの保謹f.i'との関係を考えると 批判的な立見が111ることはJ'えられな

かったことと，たとえ政調後グループに付する批判的な意見があったとしても それを畳け入

れる素地がグループにはあり，批判的な意見が州たことによって.rどもや保雄x.との聞係性
が崩れることはないという与えからである。

(3)質問内容

アンケート 3・1t~~~は . 6つの世間m日で構成した。内幹は次の通りである。

世間 I r紋;壊後グループは 下どもさんの生活のなかでどのように位世づいていますか?J 
町間12 r保護官の}jからみられて それぞれの時間 (小学校低'i叫.中学均，高学年。>1'

学~I.: . 向佼'1 本軍後).政調後グループの世剖はどのようなものでLたか'J
質問 3r政調後グループに子どもさんが参加されるようになって， 許どもさんや傑謹者の

)JIこ藍わったことが向かありますか?J 

世間 4r今後，肱盟後グループにどのようなことを期待されますか'J
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間IIU5 r今後.敏盟後グループで行って欲しい拍動はあ町ますか'J
tllfU 6 r敏課後グループ以外の。 1-ども さんのJll~票後あるいは休Uの活動としてどのよう

なものをlII.lまされていますか?拍動向符と頻度を教えて〈だきLリ

なお.町間2については 般車後グループに2勾以}怠加[ている¢どもの保護宥に問答を

お酬いした.また いずれの世間JJiIlも記述による回笹をお胤いした.

(4)詰巣

①生前の令かでの放調後グル プの位置づけ

子どもの生活のなかで 政毘後グループがどのように位世づけられているかを聞いた，この

間聞に対Lて27の記述があった。これらの記通について.r楽Lみな時1111とLての位置づけ
(時間)J.r ~(~ll ゃ iで均齢的了どもとふれあう場と Lてのf"聞づけ(対人間係)J， r新しい経験
をする場としての位置づけ (経験)J，r安心して自分を霊長且できる場 くつろげる泌としての
位間づけ(心的ケア)Jの4J!iUに分Ifiすることができた。それぞれのmuについて?世2にJt
体的内科を不す。

.rnn (~進数}

時間 (3)

炭2 政課後グループの位置づけ

具体的内作

何もない巡本はダラダラするなかで 棄しみにしている

カレングーに印をつけて棄しみにしている

tMかける場所会 イノタ ネットで欄ぺたりしている

学当を友逮と思ったり お手本にしたりしている

他人との交施の場

対人関係 (6) Iいろいろな勾代のお兄さん "怖さん，学生のみ&さん，先生);とふれあうこと

経験 (4)

心のケア (4)

ができる

SE遣にメ ルを送ったり 約束したものを事偏したりしている

円分で昼食を選出ことができるようにな勺た

駅に行〈ことができるようになった

税から緩れて他'"人と行動する地

ありのまま H草川てもらえ 肉山に過ごせる
気分転換

11 分の ~H なアニメの訴を聞いて答えて〈れるお友il!やお鋤さんカ旬、る

敏少ない参加できる場

① 肱I壊後グループの位割

子どもの成民とともに.紘鴻後グループの世割がどのように蛮化Lたかということ尋ねるζ

とを.ll:1婚した町!日lであったが.得せられた同詳のなかには， M立附における子どもの変化とあ

わせて記述されたものが多かった。ここでは，政調後グループ間世吋初から奮剤lしている子ど

ものうち.E比ド児白 G出と高校を卒察し，参加)[.ている H児について}13に不す.
③ fどもや保謹E的変化

政書後グループへの~加によって子どもや保護者向生活両や情緒耐に置化があったのか，あ

ればどのような聖化があったのかを聞いた この質問に対Lて.14人から蛮ftがあったといl許
があり， 34の記述があった.その内問は 子どもの変化に附する乱~4が 20. 保占計の聖化に開

一 回 一



小学校

低学年

小学校

'1'学年

小学校

商学ft，

，(・ '~!t

両院生

本来後

隙也のある子どもの紋課後支援に附する考影 (21

長3 紋課後グループの役割の変化

E民1 F児 GJ(! 

事事加していて.例か 学校以外で初めて組

とトラブルが多かっ と雇れることを軽験

たけれど.学ぶこと した場

や慮~も多〈あった 特定の人にしか慣れ

栂 なかった

トラブルがだんだん 少しずつ人に慣れ

と蹴って稿ちllh、て て . 学校で先生にi~

tl，.動できる場となる 動について話すよう

になった

.>t-!t.と肪をするのを 思いっきり自分を出 引っ屈してきて. I，~ 

構 Lむ場となる すことがで主るよう 年代のr~J じような隙

になった 時のN'lIUや知り{tぃ

を求めていた時則l

f辛子が初めて別れて

過ごLた崎

成J!につれて嘗加で 析しい7どもや学ヰ 生理の手当の廿}jや
きる場が掠ってい〈 に戸惑いを示Lなが 子どもへの対応な

なかで，敬少ない庇 らも， 学伎の予定と ど，聞くにl捌けない

鳥島j術 肱理佳グループの予 悩みを聞いてもらえ

定を照らし合わせ た場

て号車なっていない

ことを喜んでいる

行〈ところが極めて

少ない余暇i~動の場

として難しみに して

いる場

IIIl!. 

家挺と学校以外で嘗

加することができる

安全{本人の心のな

かで)な場

制の"がない1)時間

定則的に本人のスケ

ジュー ~に組み込ま

れていて，自分を|則

肱できる場

見通しが立ち.慨に

#1践すること~<嘗

加できる場

する記述が 14であった。子どもの重化に閲する記述では 杜会性に闘する記述が7 情緒面に

閲する記迩が7.行動而に闘する記述が4.時1mに閲する記述が2あった。 }!4に具体的内容

を示す.

i様車計の宮化に関する~途と Lて 「担当者や他の保謹Zと相肢ができて安 L'であるJとい
う内容の記述が5.r官心して一人で参加させられるようになった」という内符の配述が2.r干
どもが怠加しているl川，ほっとできるJという内容の記述が2.r貌の行動範聞が拡がった. ~1 

梅的になった」 という配通ヵt2. r活動があるときは観の予定を入れないようにLている」と い
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決4 子どもの愛化

具体的内科

白分でやってみようとも寸役職¢気持ちが大きく会った

情緒而|相酬になってきた

どこに行くのも臆病に&らず frLろ楽Lむようになってきた

級官定後グル』プで出方けた場折ヘ公共の交通機関を使って自分で行くことがある

行動函 |行動範闘が広くなった

社会耐

時間前

向分で必金を払ってお弁当を買うようになった

家政以外の人と活動ができるようになった

友達の名前が出るようになった

?全向に近いカレノダ の予定が仰まるようになった

仕事の都合で留守番が多かったが 行勧できる日ができた

う内宮干の記述が 1あったaその他に，r地主義に活動の場があることを知ってうれしいjという記
述と 「他の会では単独参加がなかなか丑け入れていただけない，政課後グループでは災現させ

ていただいていることが，組と LてとてもありがたいJという記述がみられた。
④ 彼課後グル プに矧持すること

紋諜後グループが今後どのような世測を来たLたらよいのかを聞いた.この質問に対して 16

のf，l!述があった。具体的には， rコミュニケーンヨンや社会スキルを身につけるために集団と
Lての活動を充災させて欲しい」という内符の記遣が8，r自信をつけたり，自分を¥l¥Lて楽し
めたりする拍動を充実させて欲しい」という内容の記述が2，r {I齢に応じた品賞bを充実させて
欲ししづという内符の記述が1.r卒業後も参加できるようなグループであって欲しいjという
内容の記述が3，r長く続けて欲しいJという内容の紀通が2， r活動 n を j~やして欲 Lぃ」と

いう内容の記述が2あった。

⑤ 彼盟後グループで行って欲しい活動

この質問に対して 18の記述があった。具体的には Iスポーツや宵却などの活動あるいはい

ろいろな通産ぴを経験する拍動を行って欲しいJという記述が7，r外111の機会がある活動を行っ
て欲Lぃ」という記述が5，rminを伴った活動を行って欲しいJという記述が3，rソ シペ
ルスキルトレーニングが古まれた活動を行って欲しいJという記述が 1.r ¥j際を決めて取り組
んでいく活動 (阿えば.大伊黙のステ ジに上がる。あるいは拠擬IIiを刷出する)を行って欲

しい」という記述が 1，r保護者の勉強会や茶話会などを開催して欲しい」という記述が 1あっ
た。

⑥ 飲謀後グループ以外の拍動への参加状担

位認後や休nなどの過ごし方について!放課後グループ以外の活動への書加状況を加，c、たと
ころ，14人巾 13人が何らかの活動に参加していた。活動の昨細について勾齢別に表5に，1:サ 。

1人町子どもが参加している活動数は，平均2.3であった。活動の頻度は， lftrllill'予定が入っ

ている子どもが1人で，時りの子どもは週間にほぼ1回はがIらかの子定が入っている状況

であった。 活動的内脊は.体操教訟や行ZJ~などへ唱参加する参加担の活動が 1 8，町い物や映割鑑

賞のために外出する外出烈の活動が11あった。参加l型の活動のうち?隊」占のある子どもを対集

と Lた活動以外的活動に参加lLている例は 1 阿のみであった。外出型の括動のうち、家 b~以外

町人と外/IlLている闘は。ガイドヘルパー利用による外出を古めて4同のみであった。
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隊告のある子どもの紋探後支緩に閲する考務(2)

1(5 政課後や休日の活動の内野と勾齢別内訳

i，li動内字下
小学生

白人)

体障救出などの組子政指tこ通う 2 

報の会が1:.1盛する行'"に参加する 。
施設が行うディサーピλなどに通う 2 

学校の7ラプ活動tこ蓄bllする o 
地械で行われているサーク Jt-i首動に参加する 。
スイミングスクールや学習塾lこi通う 2 

ま怯で出かける 2 

ガイドヘルパーを利用して外出する 。
，，;1とUIかける o 

一人でmかける o 
家庇教師と勉強する 。

3. 子どもの活動経過から

(1)放課後グループの活動内容

中学中

何人)

2 

1 

1 

o 
。
2 

o 

1 

。

高校生以上

(5人}

。
1 

2 

2 

3 

i 

。

2001年 10月から 200611-'7月までのif;動I立。 2回2年4)Jからの完会学校51!制に伴い.参加
把童 生徒のト校時間が興なってきたため，活動は月 2四木峨日実施かレョ月 1回 U!fli日実施と
なった。各川とも 主な拍動の他に，書加者各々の選択により，ブロックあそび l副作館の利

用.かるた トランプといったゲームなど.適宜的動の幅をもたせていった。

学校51J制の実施tこ伴い，活動向数が減ったが.1悶あたりの活動時間は榊加した。そのため.

合共の交通機関を利/IJした学外活動開理活動，耐7(J活動などを設定することができた。また，

昼食時Illjを古む活動となり，学内立立の和IJIlJ.スーパーマーケットやコ〆ピニエ/スストアで

のnぃ物など.体験も広がっていった。
(2)事 例

3名の事問をもとに，学年を追った活動の状況についてn.体的に述べる。31:'1は それぞれ小

学校低学11'，中学年.苅学4時より現在まで継続Lて参加Lている。

① E児の前動経過

中学年から参加lしたE肥の前動経過の概裂は. l< 6に示す通りである。
参加当初は。山分の思いと他の児童のι川、が衝突することが多く。乱暴な行動が1.1立ってい
た。 子ども同オの関わりは雛Lいが，特定の学当とは.I則わりをもつことができ，自分の直思

をi;.えることができるようになった。その学件との問わりが多くなると 自分が難Lいと思っ

ていること できないことなどを伝え 集聞での活動の際に 提助を求めるようになった。ま

た守学生がそばにいると。乱暴な行動が減少し他の子どもと衝突Lないように我慢をするよ

うになった。ーカで 公共の交通機聞を判川する学外活動や。新Lぃ場所での情動は好まない

ことが多かった。

向学年になると 他町子どもの冊子に問心を示L 特定の学生以外的学坐とも関わることが

できるようになった。大人との聞係は安定して持つことができ!自分のしたい活動に学生を語っ

← 回 一



1.史6 E児のili動経過

学年 | 活動経過

プロヲクあそびをしていて グループのili動に入らないこともあるが鎖市していたプ

ロヲクを友だちとR:fiできるようになる。
小?俊 |特証:の令生lニn分のしたいこと金伝えるようになる.
中学年 i他の子ど也との関わりの'1'で.トラプルにならないよう 1<慢をしたり 切り併えたり

小学校

向学年

'1' '(: ~ι 

するようになる.

公共の交通機関を利川した学外活動は 緊張カあ札併まなも、

プロックあそぴが 人でのあそびから 少しずつ飽の友だちとの関わりあそぴに会る.

プロックを介従して他の子どもとの会訴をするように会る.

特定の伊生とだけでなく，参加lしている学中に話しかけたり. 絡にあそびにみ勺たり

するように伝る。

学外の拍動は緊裂があり スム ズに活動できず苛立つニとがある.

1ふつうのグループ(学内での活動}がいい。」と宵う.学内の前動では 活動や関わり
の鮒が広がってきている。

'1，1戸伐入学吋初は 1人でプロックあそびをして グループの1自動にはいろうとし会い
プロックあそびに他の子どもたちが入ろうとすると 一緒に滋ぶようになる。

身fH使ったili動を鮮み 学'1 を，~ったり 11分のtli動のテノポに合うi<だらを必った
りするなどして遊ぶようになる@

;1の合うli..t!，t)に対L.自分治ら問わってい〈ようになる
削ったζとについて.k人に相議寸るようになる.
4存外のili動11.n分で行きfよい場所を従業する 少し燦慢があるが前舶を雪隠しをzこと
ができるようになる

た1)，)l.t棄をdい合って会話を潔iしんだりするようになった。さらに円分町興味ある活動とかl

じ活動合している他のFどもとは，一緒に活動Lょうとしたり 告訴をしたりするようにもなっ
た。宇内での活動では，他の子どもと衝突することはほとんどな<. t'I分の思い泊りにならな

くても.珂持ちを切り伴える ζ とができてきた。学内での活動を野み，学外の慣れない場所や

人が多〈集まる場所では.スムーズに活動できず;背な立つて大人iに-イ不、t揃前をぷつけることがあつ
可亨v

~。
<1'学刊になり。しばら〈はグループの活動に入ろうとせず。 1人で遊んでいることのIiが多かっ
たが。件立会連動に揖うと。学生や坑の合う他の壬どもを誘うように令り 続械的に活動する

ようになった。拍動をしていて.凶ったことを roolまどうすればいい?Jと太人に制限する
ようになった。新しく怠加した学生にもu分から訴しかけゐょうμなった。学外的動では 少
し揖叫することもみりれたが。公共の交通院聞の利JlI.施設の利111.11い物など，来Lんで拍
動するようになってきた。

② F旧円前勤続湖

低学11時より参加している F児のグループへの聞わり，活動の状泌はJ(7に，下す辿りである.

1>1.川吋初は グループの活動に入りたくても 自分から怠加，ることができず.特足町大人
の世助を必聾とした。また。活動も大人に依存l.語われると少しずつ拍動に拳IAIできる状拠

であった。他の参加11'1'にも間也、はもっているが.うまく白分の意思を(，i;えられず 削わること

に刑極的であった..1mを京ねるごとに 特定的学吋には。 1I分から必しかけたり.rooちゃ
んは?Jとれ分が関わりたいと思っている参加者のことを聞いたりするようになった。大人を
介して他のFどもとl加わることを繰り返すうちに，集l普請動にt'I分から人ろうとすることが
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令年

小学校

低学年

小学校

'1'学年

小学校

高学年

中学生

際空Fのある子どもの依課後支複に関する.lJt1ω}

表7 F兇の活動経過

i品働経過

グループに"加する特定の学牛とのつながりが奮になる.

特定の11.だらに関心をポし その子どむのしていることを 絡にしようとする
子ど(，1"lJでは スムーズにコミュニケーションをすることが催しく 大人のt援助があ
ると安心して他犯とカかわることができる.

自分のしたいことも徐々l表現するようlこなる.

これまで関わ。ていた特定の学生以外とも関わるように会る.

ぺ(:11'.1':IJ:， 1'1分からあそびに訴うよヲになる。

自分からIiだちの滋ぴの中に入っていくよヲになる.
ミれまで関わりの少なかった友だちの民似をして活動するように会る。

日ぃ物 食危での崎会など n分で決めることができるように令る。
今まで食べたことの令いものを食べるようになる

内分めしたいことをはっ§りと，W'するように生る.
析しも.j川動iこもスムーズにはいることができるようになる.

q外の的動を楽しむことができる.

学生やuだらとの会簡を楽しむようになる。
自分からの働きかけや.争中や11.だちを遊びに訪うことが宵えている.
毎Mのお荷動を梨しみにして rooがしたい Jrc幻に行きたい J伝ど.はっきりと怠
思.¥a-i守うように去る.
グループ全体の働さが見えるように~ 1) 友だちに戸をかけることがmえる
i~fbにはいるのに総慨するようになる。 f多いからどこにいったら、、いか分からんJ と

~い グループに入りにくそうにする。

活動が蛤まると 自分の思いを表現する.

今関心をも勺ているニとなどを学生に訴すようになり。話題が広がる.

i本々にできるようになった。

中学'1になると 大人への関わりが広がり ， 特定的学生以外の{-~t l に話しかけたり。遊びに

ム去ったりすること効書多〈会ってきた.また 大人がそばにいれば， n分か勺他的 f.ともに話し
かけたり。鼎問の遊ぴに寄1'1Lたりするようになった。Hぃ物など 新しい特融をする陪には
絡にいる 7~tl に依イ1 して，白分で決めることができ会かったが，位々に 11分的宜思を占担 L

たり。 円分で決めたりするようになってきた。公共交通機関を利刑した学外的動や制的活動も

スムーズに谷加することができるなと。新Lぃ経験への批抗が少な〈伝っていった。

向学旬では，戸当や他のFどもとの会話でのやりとりがmえてきたa学生がそばにいなくて
む他町子どもと関わったり 話しかけた句寸ることができるようになった.狭間の中で.円分

のしたいことや学外活動で行きたいところなど 宜血をはっきりとJaJlするようになった。ま
た， JI;間活動の'1'で‘同学年や年齢がF町子どもに戸をかけたり II分から閥わっていったり
するようになった.

中伊佐になった吋初は.グループでの活動にはいるのに路時するようになった。全体の活動

が始まり。グループのメンパ が動き出場と.拡々に活動に入っていくというようすが頻繁に

みられたo -)j 他町子どもや学生との聞わりは.1'1分から相候的に行うようになり， !1=*と

町会話も 削心をもっていることを 11分から話題に Lて話すようになってきた。 n ~Ì"がしたい

ことだけでなく rooはしない」と意思を伝えることができるようになった.
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'歩句

小学校

術学勾

中学'1

表8 G犯の活動俊道

一 前働経過
グループでの訴動を梨しむようになる.学生だけでなく I 友だちと関わりが多〈なり

附心のある話溜で友だらと話をするようになる

骨量酬のキャラクタ を訴事曹にLて学4t=誌をするこJいが名‘、

今外の活動も楽し合ニとがで怠る。

u食に2怯むものの輔が広がる.

〈存外の仰的ili動の 1州口は 緊張があり あま句楽しむζとができない.2回円からは
自分から/:i.t!.t，を誠って滋ぷ.'1、学生が悲しむことができるようにゲ】ムをするなど
他の子どもた%との関わりが広がる。

?内活動では 雄輔の本を1，.ってきて 没酬のキャラタターと 0 ・加する数民 学!l
友だちと結びつけ.舗を発炭させて楽しむ。

他の子どιたちゃ学生 教nのt景子をよ〈見ていて 100はどういうこと?J rこれ
はどういう底味，J会どと凱いて〈ることが多〈なり そのことからI~IJIが広がり 会

断念楽しむようになる。

'r: 11や教Uとの会:idを業jしむof，&胞も。横断のキャラクターの訴から 椛rT.が閃.(をもっ
f高校生 |ていることについて闘いてきたり 続んだ本やテレピ骨組のなかで印般にi~ったことな

どを叫したりするなど，広がって〈る.

③ G児の活動経過

グループへの挙bll当初 I~ ， 1-字書Lた人買を手放すことができず.活動ql，常に下に持ってい

た 他のfどもに間，しをもち胎めると.人形を厳し.一緒に活動に加わるようになった。他の

Tどもが人形を持って〈るようになると，人形を使った.ごっこ遊びをするようになった。ま
た，機酬のキャラクターを話題にして企，活を楽しむこともみられ，他の子どもとのかかわりも

間側的になった.

中学生になると 学生や教U 他的子どもを没耐のキャラクターに弘iLてて1 酷を弛臨させ

て会話を楽しむようになった.大人や他の子どもと聞わる聞の話姐が.肱々に 1001まどうい
うこと?J， rOOI~，こういう草昧だね」など 捜酬のキャラクター以外のものに広がっていっ

たg

初めての制的活動では 酷闘があり 楽Lむことができなかったが 21ulUからは 円分で
楽しめる日動を見つけて参加した。 他町子どもの活動にも I~.( があり. ドの学年の省$}JI!おがゲー

ムを来jしむことができるように.rこうしてみたりどう 'Jとゲームのルールを世楽するなど。
渠軟に対tC;できるようになった。官子としていた身体を使った拍動にも制維的に4iJJIIするよう

になった.中学生後半から同校'主にかけて，学生や教uと金請をう院しむようになった。一緒に
会話する拘11'.が!則心をもっていること。 H常生活の中で来しかったことや.4んだ本の内容 活

動している聞に聞むをもったことなどと 話題が広がってきた.

4.考察

余取とr!. rU IJ ~の合刷などの日山に使える時t::u (小学館「太静炭J)である.余暇活動に

nlllに使える時間がありながら.自由に使える機会 内山に使える.ij，)， i'lrl:lに使える!Jが少な
いというのが障害のある子どもの状況であろう.このような状況が アンケートの記述から

もうかカfえた.

一師



隊詳のある了どもの紋i壊後支仮に関"tる考察 (2)

町問 1に対する回答は.r楽しみな時間としての位世づけ(時間)J. r学'1や巣今船のTども
とふれあう場としての位世づけ (対人間係)J. r新しい経験をする場と Lてのf~世づけ(経験)J. 
「安心して自分を表現できる場 くつろげる場としての位世づけ(心のケア)Jという 4つに分
類することができた。紋課後グループの活動iム自分のやりたいことを実現する来しい場，自

分を表現Lても受け入れられる。安心できる場.くつろげる場，友達を作る坊となるような活

動を考えてきたが この結*，;1:，そのことが市動に反映されていることを型付')るものであっ

た。

質問2に対する問符として。去3に示されるように 「学校以外で視と綴れることを経験した

場J.r縦の1'1がない空間J.r見通しが立ち，鋭に制躍することなく参加できる場Jの配述がみ
られた。また，他の記述のなかにも 「級以外の人と安'l.，Lて過ごせる時間J.あるいは 「貌が
いなくても，集聞のなかでルールを守り参加i"O"勘する場」という記述がみられた。自11rに世え

る機会 自!trに使える場という悦点から考えて，鋭から離れて泊動ができるということはl[(嬰

なことと考えられるが，このような記遺がみられるとU、うことは 縦方ら離れて活動できる場

が 現~には少ないということを示唆するものである。 このことは。世間 3 に対するM容で

「他の告では単独参加がなかなか受け入れていただけない.放課後グループでは実現させてい

ただいていることが，親と LてとてもありがたLづという記述か勺もうかがえる。

質問6の問荘から 紋陣後グループに参加Lている子どもの大半は紋課後グループ活動以外

の何らかの学校外活動に参加Lているものの その多くは陣容のある子どもを対象と Lた活動

や家鋲を伴った外出であった。質問2に対するM符のなかに 「成長につれて宰加できる場が減っ

ていくなかで，敬少ない居場所J.r行くところが極めて少ない余暇活動町場と Lて楽しみにL
ているJMJという記述もみられた。これらのことは。隊、Eのある子どもの余暇活動が，機々な
社会費i源や家侠に酎らないといけない現状をZ、すとともに.年齢が上がるにつれて，均 約にあっ
た遁切な活動が少なくなっていくことを示すものである。このような状況を考えると 白山に

使える機会，自由に使える場を提供できる位課後グループ活動的意義はあるといえる。

質問6の同符のなかで家族以外の人と外出している開は，ガイドヘルパー判川による外出を

合めて4倒的みで. ，:( jl~に世える 1J という拠点からみたとき。まだまだ厳 Lい状況である。 出

回 (2曲5)は 学的期の余暇活動は 「大人になってからの原体験J.r大人Lこなっていく土台作
りJと指摘し 子どもの頃の余暇拍動の体験が，大人になっての余暇の楽しみ，経昧の活動に
つながっていくと述べている。学術市JYIに余暇を1)[1，に使える力を育てていくことは，学校タト生

活の宜揖においてif!:聾な拠点である。この点で 質11IJ1のM容として.r友達にメールを追った
りl 約束したものを準備したりしているJ.rll分で昼食を選ぶことができるようになったJ.
「駅に行く ことができるようになったJという記述や。質問3の回答と Lて [放課後グループ
で出かけた場所へ。公共の交通機聞を使って日分で行くニとがあるJ.r行動範聞が広くなったJ
「自分でお金を払ってお弁当を日うようになった」という記述がみられたことは 政課後グルー

プ活動が白山に使える1Jをiiてていく ー助となっていることを示すものである。また，余暇を

自由に使える力を育てていく活動を保強者もmnていることが，質IHl4や質問 5のμl軒から
もう?小カミえた。

次に， :i t.の活動経過についてみていく。
E 児の経過からは。感情のコントロールの仕方，人間山係の作り方に大きな変化がみられた。

容加当初、日分の暗怖や行動がコントロールでさずに，他の子どもと衝ちたすることが頻繁に見

られた。活動に多加Lたいという意欲はあるが，うまくまわりと関わることができないために

攻較的な行動に肉ることが多かった。特定の学生と安定した関係が築けるようになってくると，
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肱々に行動のコントロ ルができるようになってきた。Lかし この時間には まだその学

生が不生の時には 獄闘したぷ怖や，苛立った線子がみられた。E見の場合11.それまでの経

酷から。人と問わるζと 他の人とー絡に活動することに太きな雌抗をもっているニとがうか

がえた.敏盟後グループでの安定Lた人間聞係の'1'で活動する経験を繰り返すうちに どのよ
うにすれば{砲の子どもと衝突しないのか 自分で考えて行動で量るようになってきた"高学

今になると i 特足の学付でな〈ても，括動に誘ったり:r-.:品を司い合ったり ):)分から附わる

ことができてきた.また. u分の思い通りにならなくても.活動に喜志加できるようになってき
た。活動のいl世が減ったことに対して 「もっとあればいいのにjと日うようになった。これら

のことからも乍内での活動iム E児にとって 人間聞係において安心できる助，ゆったりと活

動できる鳩となっていたと思われる。中学作になってLばらくは白グループの拍動にはいらず

一人で遊ぶことが多かった。これは F児同様学校生活の愛化によるものであると考えられ

た。 そこで。 E 見の I!~宜な活動会中心にグループの橘動を世~Lでいっ た。 そのili動をきっか

けに，他町谷j川Eにも崎極的にl拠わり拍めた。また.それまでJI:'iO'に時限L... .，";: T~ と Lていた

学外の活動にも摘鋭的になってきた。E肥の場合，安定Lた人間l聞係を基盤にして。活動が広
がってきたと思われる。

F ~\:!の軒過からは，グループの活動に宰加する際の大人との問わり }J， 他の怠加'X' との聞わ

り)i.j~動への積極性 IVJI直な双.¥!'，1<.示といった点に宜化がみられた.これらは。宇内での活
動においても。学外的活動においても同様に見られた。主参加当初のF児は 低学均ーであったた

め.多くの人と聞わる体厳.学校外での体験が非常に少なかったと思われる.そのため 低学

年兇には大人‘しかも特定的太人への依存性が非常に強<.一人でグル プの活動に参加する

ことが鍵しかった.この時期に.特定的大人との醐係を符ちながら.活動に参加することで.

グループ拍動や新Lぃ体験への抵抗が少なくなり そのことが グループの中でn分の意思を
丘地することのn日につながっていったものと思われるo '1''7-勾以降は，特定町大人以外との
問わりも n分から持とうとするようになってきた。また.他的診加Jfi-との関わりも持つこと
がで会るようになってきた。それに伴い.r請われて参加する活動Jから rn分でしたい的動j
へと活動の I体制が変化Lてきている。IH)-の意思を明僚にま現できるようになったことと

その立思を川聞に畳け1Iめてもらえるという.グループでの人間聞係に対して。 'i(-'Iレ感を持つ
ようになってきたためであると思われる。一方， rll~戸i になると 拍動に入ることを線開する

ようになってきた.この聾同としては!学位生活のま化の臨符があったこと 思称則前知lにさ

しかかり。 i ，~動向絡が F 山の~>}i:するものと合わなくなってきたニとがあげられる。 今後. F 
比lがどのような事〉誌をもっているのかを知る手)Lてを考えていくとともに 参加宵の年齢に泌

じて。 i可動のあり }jをJiえていく必要があると思われる。

G~止の経過からは。 削事的な害加と拍動唱広がりに変化がみられた。同学"かりの書加であっ

たが，学校.家雌以外の場所に行くことに低抗があり。常に自分町会1に入った物を持っていな

いと世心でさずにいた。グループの活動にも 謁えば少しだけ毛~1nrするといった状睡であった.

そこで.G児が持ってきた物 {人形}を話題にして 学生炉問わる，他の書加.X'と附わるとい
うことをしていくと，昨々に 「物Jから厳れ.活動に参加するようになってきた。中争生にな
り 物を持勺てくることには変わりはなかったが，安也、するために持ってきているというより

も.r物Jを介仮させることによって 学生と会話を業Lむために持ってきているというよう
に.r物」の世桐が変わってきたように思われる。その後も.r物Jを介した会話を楽Lむこと
は続いているが その他にも.側手が興味をもっていること。日常什泊のけ'であったこと 歳

近読んだ俗的こと 印象に担ったできごとのことなど話掴が広がってきているa会話や拍動
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隊~~のある子どもの敏探後支仮に側オる考察 (2)

がG児のペースに合わせて展開されているため. G児にとって，政調後グループの活動は!自

分の思いが受け入れられ zムレして参加できるものとなってきている。そのことが。耐泊を伴っ

た活動や学外活動など 新しく経験することへの抵抗感をなく l.開催的な活動へとつながっ
てきていると思われる。

以上 3名の活動経過から，政調後グループの果たLてきた位制について考祭する。3.1'，1))放

課後グループへの参加の状況は。保謹者が語って参加するのではなく， 子ども I~I 身が自主的に

参加してきている。放盟後グループの活動は。 人ひとりのニ ズに泌じた活動が.~団活動と

Lて統合されていくということを基本に興出Lている。その挺聞の仕方が子どもにとって!

安心できる場 くつろげる場。楽しい地となっていったと考えられる。安心できる場とは 自

分のことを畳け入れてくれる相手カ札、るという安心感。自分のLたいことが削符されない安心

感。凶ったときには援助Lてくれる相手がいるという k-'L感とU、った，人間関係を器能とする。

くつろげる幼とは 自分のペースに合った活動ができる，自分のペースに合った会話ができる

という，側々の参加者に合わせた活動の設定にある。楽しい坊とは 円分のしたいことが実現

できる場。主だらと問わることができる場，ということである。川田は 隊書のある子どもた

ちの余暇拍動田保際として. r l'l 分のft.'~tで 1~[1]に過ごせる時間や肝心地の良いゆったりと部

ち着ける空間。 一緒にいて'!i:.'いできる仲間」の必要性を挙げている。さらに， r自由な時聞の
保障とは， (，りかに没頭Lて活動する 臼覚的に過ごすといった，いわば拍動の世を出野に入れ

た白山な時間を確保する必要Jr思い思いの活動を選択Lうるように選択の幅を拡大する必嬰J
を挙げている。このような余暇拍闘を保障Lて，. くという内からも。紋間後グル プの来たす

世間はあったと考える。

一方。 E児， F町。 G肥それぞれ，思梓j則前聞になるにつれ，貯んで行う活動の世 人間関

係の持ちカも変化してきている。紘課後グル プの活動を開始して6均uと4より。参加者の年
怖が上がってくるとともに。楽l'、場となるための活動については，ライフステーンに合った

ものとなるよう。質的転微を阿っていく必嬰があると思われる。それには 肱限後グループの

活動を，学校外生活への支躍という世山から 1 余暇を楽しむための力を育てていくという拠点

へと広げてい({(.，吹がある。つまり，余暇を自rl1に使える力をffてるということになろう。
#，~旧が述べるように 学齢期の余暇拍動は 成人期の主体的な当さ方 余日肢を{うかに過ご寸

力円基盤をつくるものとし，Tどもの頃から遊びゃ文化。レクリエ ンヨ/などさまざまな活

動を桂験することが重要である。陥凹 (2冊。も， r余暇生活は Nこj:1己実現の欲求を満たす機
会を青んでいるJとl，r立の満足感が得られるためには，それぞれの件拍が生拍手?によって
主体的かつ1'-1発的に常まれることが?町挫であり。かつユーモアや遊び心などが付加される必要

があるjと述べている。さらに 「遊び化 レクリエーンョン化されることによって'1惜の快適

性 レ地よさが~t まれるのだと考えりれる J としている。

このように，余暇活動では 「遊びJや 「レクリエーンヨノJを多〈体験することが重要であ
る。Lかしその体験のあり方について，曲目は.r現場でレクリエーンヨンとして行われて
いる内符'"，甘ながらの集同盟 『お仕~iせ』 レクリエーンヨンが主流で。福祉サー ビス t'i川者

人ひとりの晴鮮や意欲が大明にされているとは宮いがたい状況がある」と指摘している。ま

た，藤村山田J)も同織に.rこれまで行われてきた.陣告者向け円余暇，1;')1は 植らの普通の
郭らしを阻むものでしかありませんでしたJ，rその人が楽しいものは，決まったイベントや行
~Ii-ではないのです。 休憩の時間の過ごし1;，あるいはまさ時間的過ごし方に.その人が楽しめ

ることを見つけることが余殿町考え方です」とし，レクリエーンヨぶなどの余暇活動を提供す

る側の問題を指摘している。
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これらの問掴をJP岨した上で.紋理後グループの活動が子どものライフステージを悦野にい
れた前動となっていくためには 子ども達自身が政課後グル プへどのようなニーズを持って

いるか。また そのニーズにもとづきながら，年齢に応じた活動はどうあるべきか描Isでき

る社会資源の開発というbについて，今後検討していく必要がある.
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